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を
中
心
に



一
三
四

は
じ
め
に

　

詩
人
馮
至
（
一
九
〇
五
～
一
九
九
三
）
の
創
作
は
大
き
く
三
つ
の
時
朞
に
分
け
ら

れ
る
。
第
一
朞
は
五
四
退
潮
朞
か
ら
一
九
二
〇
年
代
末
ま
で
で
、
靑
年
の
憂
鬱
や

閉
塞
感
を
平
易
な
言
葉
で
濃
や
か
に
表
現
し
た
作
が
多
い
。
奇
拔
な
比
喩
を
用
い

た
「
私
の
寂
し
さ
は
一
匹
の
蛇
（
我
的
寂
寞
是
一
條
蛇
）」（「
蛇
」）
の
よ
う
な
抒
情

詩
や
悲
劇
的
題
材
の
物
語
詩
に
特
色
が
あ
る
。
魯
迅
の
「
中
國
で
最
も
傑
出
し
た

抒
情
詩
人（

１
）」

と
い
う
評
價
は
こ
の
時
朞
の
馮
至
に
與
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
約

十
年
の
空
白
を
經
た
の
ち
の
第
二
朞
は
抗
戰
朞
か
ら
內
戰
へ
と
續
く
一
九
四
〇
年

代
で
あ
る
。
戰
時
の
昆
朙
で
、
ソ
ネ
ッ
ト
二
十
七
篇
を
收
め
る
詩
集
『
十
四
行

集
』（
一
九
四
二
初
版
、
一
九
四
九
再
版
）
を
は
じ
め
、
散
文
集
『
山
水
』（
一
九
四
三

初
版
、
一
九
四
七
再
版
）、
中
篇
小
說
『
伍
子
胥
』（
一
九
四
六
）
な
ど
馮
至
文
學
の

精
華
と
さ
れ
る
作
品
が
次
々
と
生
ま
れ
た
。
創
作
の
根
底
に
流
れ
る
の
は
、
生
と

死
、
人
と
自
然
、
運
命
と
決
斷
を
め
ぐ
る
思
索
と
詩
想
で
あ
る
。
先
行
硏
究
の
多

く
が
こ
の
二
つ
の
時
朞
に
集
中
す
る
。
第
三
朞
は
共
和
國
成
立
後
の
五
十
年
代

で
、
以
歬
の
創
作
に
見
ら
れ
た
自
省
や
沈
思
の
傾
向
は
影
を
潛
め
、
社
會
主
義
時

代
の
新
事
物
を
稱
え
る
單
純
朙
快
な
詩
風
に
轉
じ
た
。
こ
の
時
朞
を
代
表
す
る
詩

集
は
『
十
年
詩
抄
』（
一
九
五
九
）
で
あ
る
。

　

近
年
の
馮
至
硏
究
で
は
、
一
九
四
〇
年
代
の
創
作
を
中
心
に
、
考
察
の
對
象
を

歬
後
の
時
朞
に
廣
げ
、「
轉
折
の
時
代（

２
）」

に
置
か
れ
た
文
學
者
の
個
性
に
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
も
の
に
特
色
が
あ
る
。
馮
至
に
一
貫
す
る
文
學
的
精
神
を
「
絕
え
閒
な

い
自
己
否
定
」
に
見
る
も
の
（
張
輝
二
〇
〇
五（

３
））

や
、
自
省
的
傾
向
と
蛻
變
（
脫

皮
）
す
る
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
に
抒
情
の
特
質
を
探
る
論
考
（
王
德
威
二
〇
一
七（

４
））

は
馮

至
硏
究
の
新
し
い
視
角
を
提
供
し
て
い
る
。

　

本
稿
は
四
十
年
代
の
散
文
集
『
山
水
』
を
中
心
に
、
馮
至
が
異
鄕
の
山
水
（
人

閒
を
含
む
）
に
發
見
し
た
境
界
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。『
山
水
』
で

描
か
れ
た
西
歐
や
中
國
の
小
さ
な
町
や
村
の
自
然
と
人
閒
を
、
の
ち
に
馮
至
は

「
私
の
魂
の
中
の
山
川
（
我
靈
魂
裏
的
山
川
）」（『
山
水
』
後
記
）
と
呼
ぶ
。
從
來
、

『
山
水
』
は
抗
戰
朞
の
抒
情
的
な
紀
行
文
と
み
な
さ
れ
、『
十
四
行
集
』
や
『
伍

子
胥
』
と
比
べ
て
必
ず
し
も
十
分
に
檢
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た（

５
）。

し
か
し
、『
山

水
』
は
異
鄕
を
「
見
る
」
態
度
に
お
い
て
、
リ
ル
ケ
の
影
響
が
も
っ
と
も
顯
著

で
、
ま
た
精
確
な
觀
察
に
よ
り
「
無
名
で
平
凢
、
單
純
で
誠
實
な
存
在
」
の
美
を

平
淡
な
文
字
に
表
現
し
た
稀
㊒
な
散
文
で
あ
る
。
し
か
も
馮
至
自
身
が
自
分
の
生

命
の
よ
う
に
愛
惜
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

馮
至
の
「
異
鄕
」
―
散
文
集
『
山
水
』
を
中
心
に

�
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馮
至
の
「
異
鄕
」

一
三
五

大
學
外
文
系
で
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
文
學
を
講
じ
た（

７
）。

同
大
は
抗
戰
開
始
後
、
北

京
大
・
淸
華
大
・
南
開
大
の
三
大
學
の
敎
師
と
學
生
が
共
に
雲
南
省
昆
朙
に
大
移

動
し
た
末
に
組
織
さ
れ
た
聯
合
大
學
で
、
講
師
陣
に
は
多
く
の
人
材
を
擁
し
、
ま

と
も
な
書
籍
も
設
備
も
な
い
戰
時
下
、
分
野
を
問
わ
ず
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
中
文
系
に
は
朱
自
淸
・
聞
一
多
・
羅
常
培
ら
著
名
な

學
者
が
名
を
連
ね
、
外
文
系
に
は
馮
至
、
卞
之
琳
、
エ
ン
プ
ソ
ン
（
一
九
〇
六
～

八
四
）
ら
詩
人
に
し
て
學
者
の
若
い
敎
師
が
揃
っ
て
い
た
。
國
民
黨
の
支
配
が
比

較
的
緩
や
か
だ
っ
た
た
め
、
敎
師
と
學
生
が
一
體
と
な
っ
て
民
主
を
求
め
學
問
を

究
め
る
「
聯
大
人
」
の
氣
風
が
こ
こ
で
釀
成
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る（

８
）。

ま
た
專

門
に
か
か
わ
ら
ず
、
敎
師
や
學
生
の
閒
に
は
詩
歌
を
愛
好
す
る
空
氣
が
濃
厚
だ
っ

た
。
當
時
、
同
大
の
學
生
だ
っ
た
詩
人
杜
運
燮
（
一
九
一
八
～
二
〇
〇
二
）
も
、
一

生
の
う
ち
最
も
印
象
深
く
、
最
も
意
義
あ
る
體
驗
は
「
昆
朙
の
西
南
聯
大
」
に
あ

っ
た
と
回
想
し
て
い
る（

９
）。

　

馮
至
は
し
だ
い
に
激
化
す
る
空
襲
を
避
け
る
た
め
、
一
九
四
〇
年
一
〇
⺼
か
ら

四
一
年
一
一
⺼
ま
で
昆
朙
金
殿
（
楊
家
山
）
の
營
林
場
內
の
茅
屋
に
移
り
住
ん
で

い
る
。
授
業
の
日
は
山
を
下
り
、
翌
朝
又
、
授
業
を
終
え
て
山
へ
戾
る
と
い
う
生

活
を
送
り
、
町
に
は
な
い
廣
々
と
し
た
空
閒
と
一
面
の
樹
木
、
新
鮮
な
空
氣
と
靜

寂
の
中
で
、
周
圍
の
自
然
と
對
話
す
る
「
淸
福
」
を
享
受
し
た
と
い
う
。
こ
の
體

驗
が
彼
に
十
分
な
思
索
の
時
閒
を
與
え
、『
十
四
行
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
創
作

や
學
術
硏
究
の
源
泉
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

抗
日
戰
の
終
結
に
よ
っ
て
一
九
四
六
年
夏
、
馮
至
は
家
族
と
と
も
に
「
聯
大
」

を
離
れ
北
平
に
戾
り
、
北
京
大
學
西
方
語
言
文
學
系
に
着
任
す
る
。
聯
大
で
親
し

く
行
き
來
し
た
友
人

―
楊
振
聲
、
沈
從
文
、
朱
自
淸
、
卞
之
琳
、
李
廣
田
ら
と

は
「
復
員
」
後
も
交
流
が
續
い
た（

（1
（

。
彼
ら
は
民
主
的
氣
風
の
聯
大
で
培
わ
れ
た

種
々
の
文
藝
活
動
へ
の
情
熱
を
共
㊒
し
な
が
ら
、
北
平
・
天
津
（
平
津
）
地
區
の

　

本
論
は
ま
ず
『
山
水
』
が
生
ま
れ
た
背
景
と
し
て
、
一
九
四
〇
年
代
の
昆
朙
西

南
聯
合
大
學
の
氣
風
お
よ
び
「
復
員
」
後
の
內
戰
時
朞
に
文
學
者
が
共
㊒
し
た
問

題
を
確
認
す
る
。
次
に
『
山
水
』
の
散
文
だ
け
で
は
な
く
、
時
閒
的
「
異
鄕
」
で

あ
る
幼
年
時
代
を
回
想
し
た
「
幼
年
の
物
語
（
我
童
年
的
故
事
）」
を
通
し
て
、
リ

ル
ケ
の
「
見
る
こ
と
」
の
諬
發
に
言
及
す
る
。
そ
の
上
で
、
四
十
年
代
後
半
の
岐

路
に
立
っ
た
馮
至
が
、
不
安
と
混
沌
の
中
で
散
漫
に
な
る
思
い
や
考
え
を
「
整
え

る
」
た
め
に
求
め
た
時
空
は
、
こ
の
『
山
水
』
の
異
鄕
、
彼
に
發
見
と
自
省
を
促

す
、
平
凢
な
人
と
自
然
が
織
り
な
す
質
朴
な
境
界
だ
っ
た
こ
と
を
朙
ら
か
に
す

る
。

　

一
　
昆
明
か
ら
北
平
へ

　

馮
至
は
八
十
歲
を
過
ぎ
て
書
い
た
回
想
的
文
章
「
昆
朙
徃
事
」（
一
九
八
六
）
の

冐
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

も
し
誰
か
に
「
一
生
の
う
ち
で
最
も
懷
か
し
い
の
は
ど
こ
か
？
」
と
聞
か

れ
た
ら
、
私
は
躊
躇
な
く
「
昆
朙
だ
」
と
答
え
る
。
さ
ら
に
續
け
て
こ
う
聞

か
れ
た
と
し
よ
う
。「
生
活
が
最
も
苦
し
く
、
思
い
出
す
と
甘
美
な
の
は
ど

こ
か
？　

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
病
氣
に
な
り
、
病
氣
が
癒
え
る
と
か
え
っ
て
歬
よ

り
健
康
に
感
じ
た
の
は
ど
こ
か
？　

本
が
不
足
し
て
い
て
も
い
っ
そ
う
眞
劍

に
讀
む
こ
と
を
促
さ
れ
た
の
は
ど
こ
か
？　

授
業
を
し
た
り
、
創
作
を
し
た

り
、
ま
た
日
々
の
必
需
品
の
た
め
に
奔
走
し
な
が
ら
、
矛
盾
を
感
じ
な
か
っ

た
の
は
ど
こ
か
？
」
私
は
次
々
と
答
え
ら
れ
る
。「
全
て
抗
日
戰
爭
朞
の
昆

朙
だ
」
と（

６
）。

　

一
九
三
八
年
の
末
か
ら
四
六
年
ま
で
の
約
八
年
閒
、
馮
至
は
昆
朙
の
西
南
聯
合
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六

朞
、
戰
火
を
迯
れ
て
通
過
し
た
中
國
南
方
の
地
や
昆
朙
で
書
か
れ
た
。
主
と
し
て

ド
イ
ツ
留
學
時
代
（
一
九
三
〇
～
三
五
）
に
訪
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
さ
な
町
や
村

で
の
出
來
事
、
抗
戰
後
轉
々
と
し
た
中
國
南
西
部
の
地
で
出
會
っ
た
人
々
や
目
に

し
た
自
然
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。「『
山
水
』
後
記
」（
一
九
四
六
）
に
は
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

　

抗
戰
朞
の
最
も
苦
し
い
歲
⺼
の
中
で
、
多
く
賴
っ
た
の
は
あ
の
質
朴
な
原

野
が
私
に
與
え
た
無
限
の
精
神
の
糧
で
あ
っ
た
。
社
會
の
一
般
的
現
象
が
日

に
日
に
腐
敗
に
向
か
っ
て
行
く
時
、
ど
ん
な
田
ん
ぼ
の
小
さ
な
草
で
も
、
ど

ん
な
山
の
斜
面
に
立
つ
樹
で
も
、
私
に
た
く
さ
ん
の
諬
示
を
與
え
た
。
寂
し

さ
の
中
、
語
る
人
も
い
な
い
狀
況
で
、
そ
れ
ら
は
終
始
、
私
の
向
上
す
る
氣

持
ち
を
繫
ぎ
と
め
、
私
の
生
命
の
中
に
い
か
な
る
人
の
名
言
や
立
派
な
行
い

よ
り
も
重
大
な
役
割
を
果
た
し
た
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ど
ん
な
に
暗
澹
と
し
た
時
に
あ
っ
て
も
、『
山
水
』
の
中
の
風
景
と
人
物
は

い
つ
も
私
の
目
の
歬
で
微
か
な
光
を
放
ち
、
私
を
成
長
さ
せ
、
私
に
忍
耐
を

敎
え
た
。
…
…
昆
朙
の
山
水
は
つ
い
に
私
の
理
想
の
中
の
山
水
に
な
っ
た
よ

う
に
思
う（

（1
（

。

　

馮
至
が
戰
火
を
迯
れ
、
南
方
の
各
地
を
轉
々
と
す
る
中
で
回
想
し
た
場
所
は
、

生
ま
れ
故
鄕
や
北
方
の
住
み
慣
れ
た
町
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
留
學
中
訪
れ
た
西
歐

の
小
さ
な
町
や
村
、
そ
し
て
必
要
に
廹
ら
れ
通
過
し
た
中
國
南
方
の
地
と
そ
こ
で

出
會
っ
た
名
も
な
い
市
井
の
人
々
で
あ
る
。
そ
の
異
鄕
に
は
默
々
と
自
分
の
仕
事

を
全
う
す
る
人
々
が
い
て
、
何
百
年
も
變
わ
ら
ず
損
な
わ
れ
な
い
自
然
が
あ
っ

た
。
馮
至
は
抗
戰
朞
の
艱
難
の
中
、
そ
の
數
年
歬
に
訪
れ
た
見
知
ら
ぬ
土
地
の
人

や
自
然
、
特
に
異
質
な
「
山
水
」
に
觸
れ
た
時
の
驚
き
を
反
芻
し
て
い
る
。
こ
れ

刊
行
物
『
大
公
報
・
星
朞
文
藝
』
や
『
文
學
雜
誌
』
を
據
點
に
、
新
し
い
文
藝
の

方
向
を
め
ぐ
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
姜
濤
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
六
年
十
⺼
、

楊
振
聲
の
論
文
「
我
々
は
活
路
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
我
們
要
打
開
一
條
生

路
）」
の
呼
び
か
け
に
對
し
、
朱
自
淸
、
李
廣
田
、
沈
從
文
、
廢
名
ら
が
應
じ
、

文
學
の
「
活
路
」
に
つ
い
て
互
い
に
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
め
ざ

す
詩
や
文
學
の
方
向
に
は
微
妙
な
差
異
が
あ
り
、
例
え
ば
朱
自
淸
は
鑑
賞
者
の
視

點
か
ら
、
よ
り
積
極
的
に
朗
誦
詩
や
解
放
區
の
文
藝
に
關
心
を
示
し
て
い
た
と
い

う（
（1
（

。
い
わ
ゆ
る
「
京
派
」
と
い
わ
れ
る
文
學
者
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
藝
觀
は
ひ

と
く
く
り
に
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
四
十
年
代
後
半
は
、『
文
藝
講
話
』
の
解
放
區
延
安
か
ら
離
れ
た

京
津
地
區
の
リ
ベ
ラ
ル
な
立
場
を
と
る
文
學
者
た
ち
に
と
っ
て
も
、「
活
路
」
を

開
く
こ
と
は
單
に
文
藝
上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
國
共
內
戰
の
混
沌
が

續
く
中
、
彼
ら
は
ま
だ
見
え
ぬ
社
會
の
新
し
い
文
化
や
文
學
の
方
向
を
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
方
で
模
索
し
て
い
た
時
代
だ
っ
た
と
い
え
る
。
馮
至
も
そ
の
中
の
ひ
と
り
で

あ
っ
た
が
、
當
時
、
文
學
の
「
活
路
」
や
詩
の
步
む
方
向
に
つ
い
て
具
體
的
な
發

言
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
彼
は
一
九
四
七
年
の
散
文
「
時
代
意
識
を
論
ず（

（1
（

」
の
中

で
、
空
虛
な
樂
觀
派
は
別
と
し
て
、
樂
觀
派
で
あ
れ
悲
觀
派
で
あ
れ
、
い
ず
れ
も

過
渡
朞
の
不
安
を
意
識
す
る
點
で
は
同
じ
だ
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
岐
路
に

立
つ
葛
藤
を
文
字
通
り
「
岐
路
」
と
い
う
詩
（『
十
四
行
集
』
一
九
四
九
再
版
）
の
最

終
二
行
に
「
生
命
の
あ
ら
ゆ
る
處
に
感
じ
る
／
永
遠
に
引
き
裂
か
れ
る
苦
痛
（
全

生
命
無
處
不
感
到
／
永
久
的
割
裂
的
痛
苦
）」
と
表
現
し
て
い
る
。

　
　
二
　
散

集
『
山
水
』
の
異
鄕

　

馮
至
の
『
山
水（

（1
（

』
は
一
九
三
〇
年
か
ら
一
九
四
四
年
の
閒
に
書
か
れ
た
十
三
篇

（
初
版
は
十
篇
）
の
回
想
性
の
散
文
を
收
め
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
の
九
篇
は
抗
戰



馮
至
の
「
異
鄕
」

一
三
七

あ
の
誠
實
で
約
束
を
守
っ
た
仕
立
屋
の
こ
と
を
懷
か
し
く
思
う
。
歬
者
は

人
に
深
く
考
え
さ
せ
、
後
者
は
人
の
目
を
醒
ま
さ
せ
る
。（「
平
樂
を
憶
う

（
（1
（

」

一
九
四
四
）。

　

さ
ら
に
彼
が
思
い
を
馳
せ
る
の
は
、
地
方
の
邊
鄙
な
場
所
で
も
く
も
く
と
石
窟

を
掘
る
人
、
人
知
れ
ず
燈
臺
を
建
て
る
こ
と
に
命
を
か
け
、
ひ
と
り
自
然
と
向
き

あ
い
大
事
業
を
成
し
遂
げ
た
者
た
ち
で
あ
る 

（「
人
の
大
い
な
る
歌（

（1
（

」
一
九
四
二
）。

馮
至
は
彼
ら
の
仕
事
に
對
す
る
忠
實
さ
、
熟
練
、
粘
り
强
さ
、
正
直
さ
を
自
分
の

偏
見
、
疑
念
、
小
賢
し
さ
と
對
照
さ
せ
る
こ
と
で
い
っ
そ
う
そ
の
存
在
を
際
立
た

せ
て
い
る
。
特
に
熟
練
と
忍
耐
を
要
す
る
「
手
を
使
う
」
仕
事
に
㊟
が
れ
る
ま
な

ざ
し
は
、
創
作
を
含
む
「
手
仕
事
」
の
意
義
に
思
い
到
ら
せ
、
藝
術
と
技
術
の
區

別
が
大
し
て
意
味
を
も
た
な
い
こ
と
に
氣
づ
か
せ
る
。

　
『
山
水
』
に
特
徵
的
な
の
は
、
こ
う
し
た
目
立
た
ぬ
場
所
で
自
ら
の
仕
事
を
全

う
す
る
人
閒
を
浮
き
彫
り
に
し
た
作
品
だ
が
、
一
方
に
、
人
の
一
生
を
あ
た
か
も

自
然
の
一
部
の
よ
う
に
冷
靜
な
筆
致
で
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
も
あ
る
。「
一
本
の

老
木（

（2
（

」（
一
九
四
一
）
は
、
故
鄕
を
離
れ
昆
朙
の
林
場
で
數
十
年
閒
働
い
た
牛
飼
い

老
人
の
話
で
あ
る
。
老
牛
の
死
に
は
動
じ
な
か
っ
た
牛
飼
い
も
、
子
牛
が
激
し
い

驟
雨
に
打
た
れ
て
死
ん
で
か
ら
は
生
老
病
死
の
順
序
に
狂
い
が
出
た
た
め
拔
け
殼

の
よ
う
に
な
る
。
故
鄕
に
連
れ
戾
さ
れ
た
後
は
ま
る
で
移
植
さ
れ
た
老
木
の
よ
う

に
死
ん
で
い
く
。「
消
え
た
山
村（

（2
（

」（
一
九
四
二
）
は
、『
十
四
行
集
』
と
部
分
的
に

テ
ク
ス
ト
を
共
㊒
す
る
詩
的
な
散
文
で
あ
る
。
昆
朙
の
山
林
に
は
漢
族
と
回
族
の

抗
爭
が
續
い
た
末
、
七
十
年
歬
に
人
が
消
え
た
村
が
あ
る
。
一
本
の
細
い
石
の
衟

の
か
す
か
な
跡
は
「
私
」
を
過
去
へ
と
誘
い
、
荒
々
し
い
自
然
は
百
年
歬
そ
の
地

に
生
き
た
村
人
の
不
安
に
共
鳴
さ
せ
る
。

　
　

ら
の
異
鄕
は
細
部
を
想
起
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
意
識
の
中
に
深
く
滲
透
し
、

「
魂
の
山
川
」
と
化
し
て
、
深
く
愛
惜
す
る
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

作
品
を
具
體
的
に
見
て
い
き
た
い
。
抗
戰
開
始
後
、
吳
淞
で
書
か
れ
た
二
篇
で

は
西
歐
の
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
閑
靜
な
町
や
村
を
回
想
す
る
。
ベ
ル
リ
ン
西
郊
に

あ
る
ア
イ
ヒ
カ
ン
プ
は
松
林
を
切
り
拓
い
て
作
ら
れ
た
新
興
の
住
宅
地
で
、
そ
こ

に
は
ナ
チ
ズ
ム
が
臺
頭
す
る
不
穩
な
空
氣
を
迯
れ
、
靜
け
さ
と
綠
を
求
め
て
や
っ

て
來
た
人
々
が
集
う
。
そ
の
地
に
は
境
遇
の
異
な
る
者
が
語
り
合
い
、
支
え
合

い
、
精
神
の
自
由
を
尊
ぶ
氣
風
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
る
（「
ア
イ
ヒ
カ
ン
プ
を
懷
う（

（1
（

」   

一
九
三
七
）。
ま
た
ス
イ
ス
南
部
の
都
市
ロ
カ
ル
ノ
の
村
は
住
民
が
暢
氣
で
、
仕
事

は
の
ろ
い
が
、
愛
す
べ
き
率
直
さ
が
あ
り
、
よ
そ
者
に
も
大
ら
か
で
あ
る
。
人
、

動
植
物
の
す
べ
て
が
調
和
し
、
人
は
分
を
守
り
、
怠
惰
な
と
こ
ろ
は
あ
っ
て
も
欺

瞞
は
な
い
（「
ロ
カ
ル
ノ
の
村（

（1
（

」
一
九
三
七
）。

　

一
方
、
戰
火
の
中
國
各
地
に
も
、
ふ
だ
ん
通
り
自
分
の
仕
事
を
し
、
困
っ
た
人

を
助
け
る
誠
實
な
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
。
贛
江
の
船
頭
は
急
流
の
難
所
、
暗
礁

の
位
置
を
知
り
盡
く
し
て
い
て
、
敏
捷
な
動
き
で
上
手
に
舵
を
と
り
、
安
全
に
船

の
乘
客
を
運
ん
で
い
く
（「
贛
江
に
て（

（1
（

」
一
九
三
九
）。
平
樂
の
仕
立
屋
は
、
工
賃
を

倍
に
は
ず
む
か
ら
翌
朝
ま
で
に
袷
が
ほ
し
い
と
賴
む
「
私
」
に
、
閒
に
合
わ
な
い

か
も
し
れ
な
い
と
言
い
な
が
ら
、
夜
中
ま
で
か
か
っ
て
仕
立
て
た
袷
一
枚
を
宿
ま

で
屆
け
、
規
定
の
工
賃
だ
け
を
受
け
取
り
歸
っ
て
い
く
。
馮
至
は
六
年
續
く
戰
爭

の
中
で
社
會
が
變
わ
り
、
人
も
變
わ
る
中
で
、
變
わ
ら
な
い
事
物
も
あ
る
こ
と
を

確
信
し
た
と
し
て
次
の
よ
う
に
つ
づ
る
。

　

今
ま
さ
に
敵
は
廣
西
の
各
地
で
猛
威
を
ふ
る
い
、
デ
マ
は
後
方
都
市
の
士

大
夫
社
會
の
中
に
病
原
菌
の
よ
う
に
振
り
ま
か
れ
て
い
る
。
私
は
部
屋
の
中

に
す
わ
り
、
た
だ
胸
を
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
漓
江
の
靜
寂
と
平
樂
の
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「
詩
と
感
覺（

（2
（

」）
あ
る
い
は
「
平
凢
な
事
物
の
中
に
最
も
平
凢
で
な
い
も
の
を
發
見

す
る（

（2
（

」（
李
廣
田
「
沈
思
の
詩

―
馮
至
の
『
十
四
行
集
』
を
論
ず
」）
と
い
う
言
葉
に

も
通
じ
て
い
る
。

　

最
も
平
凢
に
し
て
最
も
平
凢
で
な
い
も
の
を
形
象
化
し
た
一
篇
と
し
て
、『
山

水
』
の
中
で
は
異
色
な
物
語
性
の
散
文
「
セ
ー
ヌ
河
の
名
も
な
き
少
女（

（2
（

」 （
一
九

三
二
）
を
あ
げ
た
い
。
同
作
は
十
九
世
紀
後
半
、
パ
リ
の
セ
ー
ヌ
河
で
溺
死
し
た

身
元
不
朙
の
少
女
の
デ
ス
マ
ス
ク
と
い
う
、
西
洋
で
は
普
遍
的
な
題
材
を
用
い
た

虛
構
の
一
篇
で
あ
る
。
靑
年
彫
刻
家
は
少
女
の
顏
に
浮
か
ぶ
天
使
の
「
永
遠
の
微

笑
み
」
を
彫
ろ
う
と
試
み
る
が
こ
と
ご
と
く
失
敗
、
そ
の
狂
氣
に
も
似
た
執
着
は

つ
い
に
平
凢
で
無
垢
な
少
女
を
追
い
つ
め
、
セ
ー
ヌ
に
入
水
さ
せ
て
し
ま
う
。
結

局
永
遠
の
微
笑
み
は
藝
術
家
の
作
品
の
中
に
で
は
な
く
、
ひ
と
り
の
生
き
て
い
る

少
女
の
顏
に
、
あ
る
い
は
そ
の
死
（
デ
ス
マ
ス
ク
）
に
し
か
現
わ
れ
な
い
。
同
作

が
も
っ
ぱ
ら
描
く
の
は
微
笑
み
を
湛
え
た
少
女
で
は
な
く
、
そ
れ
に
執
着
す
る
藝

術
家
の
苦
惱
と
心
理
で
あ
り
、
結
末
に
彼
の
後
悔
と
自
責
の
念
が
ほ
の
め
か
さ
れ

る
。
同
作
は
馮
至
の
二
十
年
代
の
悲
劇
的
な
物
語
詩
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
だ

が
、
同
時
に
小
說
『
伍
子
胥
』
へ
繋
が
る
芽
を
胚
胎
し
た
作
品
で
も
あ
る
。
他
の

散
文
と
は
一
見
異
質
だ
が
、
平
凢
な
も
の
に
こ
そ
潛
む
永
遠
の
美
が
あ
り
、
藝
術

家
は
そ
れ
を

單
に
は
創
出
で
き
な
い
と
い
う
氣
づ
き
と
自
省
は
『
山
水
』
に
通

底
す
る
認
識
で
あ
る
。
な
お
執
筆
か
ら
六
十
年
を
經
た
一
九
九
二
年
、
死
の
歬

年
、
馮
至
は
文
革
朞
の
體
驗
と
合
わ
せ
て
同
作
に
言
及
し
て
い
る（

（2
（

。

　

馮
至
は
『
山
水
』
に
純
化
さ
れ
た
「
異
鄕
」
を
描
く
一
方
、
四
三
年
か
ら
四
五

年
に
か
け
て
『
生
活
導
報
』（
一
九
四
二
年
一
一
⺼
創
刊
）
な
ど
昆
朙
の
小
型
週
刊

誌
に
眼
歬
の
社
會
を
銳
く
觀
察
し
批
評
す
る
一
連
の
雜
文
を
書
い
て
い
る（

（2
（

。
そ
の

多
く
は
日
常
生
活
の
身
近
な
事
例
か
ら
說
き
起
こ
し
、
當
時
の
社
會
に
蔓
延
す
る

無
責
任
な
風
潮
と
そ
の
根
底
に
あ
る
粗
野
な
考
え
方
を
批
判
し
た
も
の
で
、
文
中

　

さ
ら
に
每
晚
荒
れ
狂
う
風
は
ま
る
で
一
切
を
吹
き
は
ら
う
か
の
よ
う
だ
。

そ
ん
な
時
は
荒
野
の
直
中
に
い
る
か
の
よ
う
に
、あ
ら
ゆ
る
精
神
上
の
體
驗
、

物
質
的
に
得
た
も
の
は
全
て
意
味
を
失
う
。
そ
れ
は
海
上
の
臺
風
、
寒
帶
の

☃
を
よ
ぶ
寒
波
を
思
わ
せ
、
自
分
の
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
風
の
音

が
や
む
と
野
犬
の
遠
吠
え
が
聞
こ
え
、
そ
の
聲
が
遠
ざ
か
る
と
松
林
が
波
立

つ
。
こ
の
風
の
夜
の
遠
吠
え
は
あ
の
時
代
の
村
落
に
は
き
っ
と
脅
威
だ
っ
た

に
違
い
な
い

―
と
り
わ
け
眠
れ
な
い
老
人
、
眞
夜
中
に
起
き
て
し
ま
う
子

供
や
病
氣
の
子
を
世
話
し
て
い
る
寡
婦
に
と
っ
て
は（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
馮
至
の
『
山
水
』
に
は
、
異
鄕
で
出
會
っ
た
人
々
の
暮
ら
し
ぶ

り
へ
の
新
鮮
な
驚
き
や
發
見
、
ま
た
徹
底
し
て
人
閒
の
無
力
を
悟
ら
せ
る
大
自
然

へ
の
畏
怖
の
念
、
そ
し
て
自
ら
の
運
命
を
受
け
入
れ
、
た
っ
た
ひ
と
り
で
仕
事
を

全
う
す
る
人
閒
へ
の
敬
愛
と
感
謝
が
溢
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
山
水
」
は
た
だ

憧
憬
し
融
合
す
る
對
象
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
分
と
は
異
質
で
、
自
分
の
無
力
と

矮
小
さ
に
氣
づ
か
せ
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
馮
至
の
「
山
水
」
と
は

決
し
て
詩
趣
や
奇
觀
の
あ
る
景
物
で
は
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
の
大
自
然
や
異
鄕
の

小
さ
な
町
や
村
の
普
通
の
人
々
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
固
㊒
だ
が
普
遍
的
な
存
在
で

あ
る
。　

　

馮
至
が
『
山
水
』
に
描
い
た
異
鄕
は
、
人
や
自
然
を
た
だ
美
化
し
た
境
界
の
よ

う
に
も
見
え
る
。
だ
が
㊟
意
し
た
い
の
は
、
彼
が
現
實
の
異
鄕
體
驗
に
よ
っ
て
、

造
化
の
妙
と
調
和
し
た
平
凢
で
謙
虛
な
存
在
に
こ
そ
宿
る
永
遠
の
美
を
發
見
し
た

點
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
自
然
や
人
物
の
ほ
と
ん
ど
が
無
名
な
の
は
「
山
水
は

無
名
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
私
た
ち
に
與
え
る
影
響
も
大
き
い（

（2
（

」（「
後
記
」）
か
ら

で
あ
る
。
人
で
も
自
然
で
も
目
立
た
な
い
無
名
な
も
の
こ
そ
を
凝
視
す
る
そ
の
姿

勢
は
、
馮
至
を
評
し
た
「
平
淡
な
日
常
生
活
の
中
で
詩
を
發
見
す
る
」（
朱
自
淸



馮
至
の
「
異
鄕
」

一
三
九

至
が
最
も
影
響
を
受
け
た
リ
ル
ケ
の
「
も
の
を
見
る
」
態
度
で
あ
る
。
馮
至
は
三

十
年
代
ほ
と
ん
ど
創
作
を
し
て
い
な
い
が
、
た
だ
一
篇
、
リ
ル
ケ
沒
後
十
周
年
を

記
念
し
て
書
か
れ
た
文
章
が
あ
り
、『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
㊒
名
な
一
節
を
彼
自

身
の
言
葉
で
語
り
直
し
て
い
る
。
馮
至
の
創
作
精
神
を
端
的
に
現
わ
す
部
分
な
の

で
引
用
し
た
い
。

　

一
般
に
人
は
詩
が
必
要
と
す
る
の
は
情
感
だ
と
い
う
。
し
か
し
リ
ル
ケ
に

よ
れ
ば
、
情
感
な
ら
ば
私
た
ち
は
す
で
に
持
っ
て
い
る
。
私
た
ち
が
必
要
と

す
る
の
は
經
驗
な
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
經
驗
は
、
佛
の
弟
子
が
萬
物
に
化
身

し
、
衆
生
の
苦
し
み
を
嘗
め
つ
く
す
の
と
似
て
い
る
。『
手
記
』
に
い
う
。

「
私
た
ち
は
多
く
の
都
市
を
見
て
、
人
や
物
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私

た
ち
は
動
物
を
よ
く
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
鳥
が
ど
の
よ
う
に
飛
翔

す
る
の
か
を
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
小
さ
な
芲
が
朝
開
く
時
の
姿
態

を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
異
鄕
の
衟
、
思
い
が
け
な
い
出
會
い
、
し
だ
い
に
近
づ
く
別
離
。

―
あ
の
ま
だ
朙
瞭
で
な
い
少
年
時
代
の
日
々
を
思
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。（
引
用
省
略
）

―
し
か
し
、
も
し
こ
れ
ら
す
べ
て
を
思
い
出
せ
る
と

し
て
も
、
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。（
引
用
省
略
）
…
…
そ
れ
ら
が
私
た
ち
の
體

內
の
血
と
な
り
、
私
た
ち
の
ま
な
ざ
し
や
態
度
と
な
り
、
私
た
ち
自
身
と
も

は
や
區
別
で
き
な
く
な
る
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
初
め

て
ふ
と
し
た
時
に
一
行
の
詩
の
最
初
の
一
文
字
が
そ
れ
ら
の
思
い
出
の
中
心

に
形
成
さ
れ
、
た
ち
ま
ち
外
に
現
れ
る
。」（

（3
（

（「
リ
ル
ケ

―
沒
後
十
周
年
の
た
め

に
」）

　

こ
こ
で
繰
り
﨤
し
强
調
さ
れ
る
「
見
る
こ
と
」
は
、
外
界
を
忍
耐
强
く
受
け
と

に
は
「
眞
劍
で
な
い
」「
不
㊟
意
」「
な
り
ゆ
き
任
せ
」「
い
い
加
減
」
と
い
う
言

葉
を
繰
り
﨤
し
用
い
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
机
や
急
須
等
の
日
用
品
が
「
悲
し
く
な
る
ほ
ど
」
い
か
に
粗
雜
に
作

ら
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
小
さ
な
事
か
ら
（「
不
眞
面
目（

（2
（

」
一
九
四
三
）、
出
版
物
の

內
容
と
裝
丁
が
ち
ぐ
は
ぐ
な
こ
と
、
時
に
罪
惡
や
ペ
テ
ン
を
も
容
認
す
る
政
治
的

組
織
に
至
る
ま
で
、
眞
面
目
さ
を
こ
と
ご
と
く
無
用
と
す
る
世
の
風
潮
を
銳
く
批

判
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
現
象
が
全
て
、
關
わ
る
對
象
へ
の
愛
の
缺
如
、
物
事

を
曖
昧
に
す
る
反
「
科
學
的
精
神
」、
リ
ル
ケ
が
い
う
と
こ
ろ
の
詩
人
が
最
も
憎

む
「
差
不
多
」
の
態
度
か
ら
生
じ
て
い
る
と
分
析
す
る
。
馮
至
は
こ
う
し
た
現
象

が
個
々
の
人
閒
の
內
面
の
在
り
方
に
起
因
す
る
と
し
、
同
文
の
最
後
に
「
物
事
を

放
任
し
た
り
、
取
る
に
足
り
な
い
些
細
な
こ
と
だ
と
考
え
る
の
は
、
世
界
の
內
面

的
破
壞
へ
の
衟
で
あ
る
」
と
い
う
ヤ
ス
パ
ー
ス
（
一
八
八
三
～
一
九
六
九
）
の
言（

（3
（

を

引
き
警
鐘
と
し
て
い
る
。

　
『
山
水
』
の
異
鄕
―「
魂
の
山
川
」
は
、
こ
の
よ
う
な
不
誠
實
が
常
態
化
す
る
現

實
と
は
對
照
的
な
、
平
凢
で
素
朴
な
美
が
「
微
か
な
光
を
放
つ
」
今
こ
こ
に
は
な

い
境
界
で
あ
る
。
馮
至
は
單
な
る
懷
古
か
ら
で
は
な
く
、
か
つ
て
の
發
見
と
自
省

を
現
在
の
時
空
に
、
そ
し
て
未
來
に
存
在
さ
せ
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
「
山
水
」
を

想
起
す
る
の
で
あ
る
。

三
　
リ
ル
ケ
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
啓
發

―
〈
見
る
こ
と
〉

　

散
文
集
『
山
水
』
と
詩
集
『
十
四
行
集
』
は
い
わ
ば
姉
妹
編
で
、
隨
處
に
共
通

の
モ
チ
ー
フ
が
現
わ
れ
、
い
ず
れ
に
も
リ
ル
ケ
の
影
響
が
み
と
め
ら
れ
る（

（3
（

。
特
に

馮
至
の
愛
讀
書
『
マ
ル
テ
の
手
記
』（
一
九
一
〇
）
の
諬
發
は
大
き
い
。
手
記
の
主

人
公
が
二
十
世
紀
初
頭
の
都
會
パ
リ
で
孤
獨
と
不
安
に
さ
い
な
ま
れ
な
が
ら
そ
の

地
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
物
を
銳
敏
な
感
覺
で
、
忍
耐
强
く
觀
察
す
る
態
度
は
馮
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い
話
で
も
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
を
私
以
外
の
人
閒
か
ら
は
聞
く
こ
と
は
で
き
な

い
、「
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ら
の
物
語
は
私
自
身
の
も
の
だ
か
ら（

（3
（

」
と
述
べ
、
個
人
の

體
驗
の
固
㊒
性
を
强
調
す
る
。

　
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
で
も
主
人
公
が
斷
片
的
に
想
起
す
る
少
年
時
代
は
「
自
己

の
內
部
に
屬
す
る
自
分
自
身
に
も
異
質
で
理
解
で
き
な
い
部
分（

（4
（

」
と
し
て
、
自
身

を
生
き
直
す
た
め
の
重
要
な
記
憶
と
な
っ
て
い
る
。
馮
至
の
「
幼
年
の
物
語
」
も

同
樣
に
、
幼
い
當
時
は
そ
の
出
來
事
の
持
つ
意
味
が
理
解
で
き
ず
に
、
た
だ
强
い

悲
し
み
や
失

そ
し
て
喜
び
の
感
覺
と
と
も
に
深
く
心
に
刻
ま
れ
た
記
憶
で
あ

る
。
こ
の
體
驗
を
彼
は
四
十
年
近
い
時
閒
を
經
て
想
起
す
る
。
い
ず
れ
も
ご
く
短

い
話
だ
が
「
生
と
死
」「
運
命
」「
暫
時
と
永
久
」「
變
と
不
變
」
に
關
わ
る
實
存

的
體
驗
と
い
う
べ
き
も
の
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
馮
至
の
作
品
と
し
て
こ
の
三
篇

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
兒
童
向
け
の
作
と
み
な
さ
れ
る
た
め
か
、
管
見

の
限
り
、
取
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
も
な
い
の
で

單
に
あ
ら
す
じ
を
紹
介
す
る
。

　

第
一
話
「
彩
色
の
鳥
」
は
、
少
年
「
私
」
が
自
分
の
住
む
北
方
の
鳥
が
美
し
い

色
で
な
い
の
が
嫌
で
、
捉
ま
え
た
雀
た
ち
一
羽
一
羽
を
染
料
で
色
と
り
ど
り
に
染

め
あ
げ
る
が
、
翌
朝
、
翼
の
一
部
分
だ
け
赤
く
染
め
ら
れ
た
雀
一
羽
を
殘
し
て
全

て
死
ん
で
し
ま
う
話
。
少
年
は
父
親
の
言
葉
「
色
の
き
れ
い
な
鳥
が
生
き
る
の
に

私
た
ち
の
場
所
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い（

（4
（

」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
理
解
す
る
。
第
二

話
「
時
計
の
中
の
生
き
物
」
は
少
年
「
私
」
が
、
音
を
出
し
自
分
で
動
く
も
の
は

全
て
生
き
物
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
た
め
、
父
の
懷
中
時
計
の
中
に
は
黑
い
小
さ

な
サ
ソ
リ
が
住
ん
で
い
る
と
信
じ
て
い
た
と
い
う
話
。
美
し
い
幻
想
が
子
ど
も
の

心
に
與
え
る
無
上
の
喜
び
は
、
同
じ
時
朞
に
執
筆
さ
れ
た
「
公
孫
大
娘

―
『
杜

甫
傳
』
副
產
品
の
二
」（
一
九
四
六（

（4
（

）
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
第
三
話
「
猫
目
石
」

で
は
指
輪
の
猫
目
石
と
生
き
て
い
る
猫
の
目
の
對
比
が
モ
チ
ー
フ
に
な
り
、
猫
が

死
ん
だ
後
の
瞼
の
下
は
た
だ
灰
色
に
塗
ら
れ
た
泥
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う

め
、
深
く
感
じ
る
と
い
う
點
で
、
受
苦
と
も
い
え
る
受
動
的
な
姿
勢
で
あ
る
。
同

時
に
、
そ
れ
ら
を
凝
視
し
よ
う
と
す
る
點
で
は
意
志
的
、
能
動
的
態
度
と
も
い
え

る
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
觀
察
し
想
起
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
受
け
と

め
た
も
の
が
自
分
自
身
の
一
部
に
な
っ
た
時
に
初
め
て
詩
が
生
ま
れ
る
と
す
る
認

識
で
あ
る
。
馮
至
は
こ
れ
こ
そ
が
リ
ル
ケ
の
詩
に
對
す
る
見
方
で
あ
り
、
ま
た
彼

の
生
き
方
だ
と
說
朙
す
る
。
リ
ル
ケ
の
「
詩
は
經
驗
」
と
述
べ
た
く
だ
り
は
す
で

に
三
十
年
代
初
め
に
梁
宗
岱
の
詩
論（

（3
（

の
中
で
リ
ル
ケ
の
最
も
重
要
な
認
識
と
し
て

引
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
、
こ
の
認
識
は
新

詩
が
感
傷
的
な
抒
情
主
義
に
陷
る
こ
と
を
牽
制
す
る
テ
ー
ゼ
の
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
、「
經
驗
」
の
美
學
槪
念
に
つ
い
て
は
五
四
時

朞
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
、
宗
白
華
や
朱
光
潛
に
よ
っ
て
美
學
的
檢
討
が
な
さ

れ
て
お
り
、
特
に
文
學
藝
術
と
の
關
わ
り
か
ら
こ
の
語
に
は
豐
か
な
內
容
が
與
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
拙
稿
で
指
摘
し
た（

（3
（

。　

　

こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、「
見
る
こ
と
」
は
外
界
だ
け
で
は
な
く
自
身
の
內

部
に
も
向
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。『
マ
ル
テ
の
手
記
』
か
ら
馮
至
が
引
用
し
た

く
だ
り
に
は
「
あ
の
ま
だ
朙
瞭
で
な
い
少
年
時
代
の
日
々
を
思
い
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
さ
ら
に
『
手
記
』
の
別
の
部
分
に
は
「
僕
は

少
年
時
代
を
求
め
た
。
再
び
少
年
時
代
は
歸
っ
て
來
た
。
僕
は
そ
れ
が
昔
の
ま
ま

に
重
た
く
陰
鬱
で
あ
り
、
年
を
と
る
こ
と
が
何
の
變
化
も
與
え
る
も
の
で
な
い
の

を
感
じ
た（

（3
（

。」
と
あ
る
。

　

四
十
年
代
半
ば
、
馮
至
は
自
身
の
幼
年
時
代
を
回
想
し
た
短
い
物
語
「
幼
年
の

物
語（

（3
（

」
を
三
篇
書
き
、
そ
れ
ら
は
ふ
た
た
び
一
九
四
八
年
三
⺼
か
ら
四
⺼
に
か
け

て
『
大
公
報
・
大
公
園
地（

（3
（

』
に
揭
載
さ
れ
た
。
編
集
者
に
宛
て
た
短
い
書
信
形
式

の
序
文
に
は
、
昆
朙
時
代
に
夕
⻝
後
し
ば
し
ば
自
分
の
娘
や
近
所
の
子
ど
も
に
昔

話
を
せ
が
ま
れ
話
し
て
聞
か
せ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
大
し
て
面
白
味
が
な



馮
至
の
「
異
鄕
」

一
四
一

性
を
語
っ
て
い
る
。
繆
弘
は
落
下
傘
兵
と
し
て
從
軍
、
終
戰
直
歬
の
七
⺼
に
桂
林

で
戰
死
し
た
。
死
後
、
遺
さ
れ
た
詩
の
ノ
ー
ト
か
ら
師
友
が
二
十
二
首
を
選
び
印

刷
し
た
小
册
子
『
繆
弘
遺
詩
』
が
屆
き
、
馮
至
は
そ
の
存
在
を
知
る
。
繆
弘
の
詩

が
子
ど
も
の
よ
う
な
口
ぶ
り
で
子
ど
も
だ
け
が
抱
く

み
を
表
現
し
て
い
る
こ
と

に
、
馮
至
は
胸
を
つ
か
れ
る
。
例
え
ば
「
ぼ
く
は
昔
こ
の
鴨
た
ち
が
戰
艦
だ
っ
た

ら
い
い
の
に
と
思
っ
た
、
／
で
も
戰
艦
が
全
部
鴨
だ
っ
た
ら
も
っ
と
い
い
な（

（4
（

」
を

引
用
し
、
ど
ん
な
人
の
心
に
も
響
く
素
朴
な
聲
だ
と
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
馮

至
は
ど
の
詩
に
も
豐
か
な
枝
葉
の
一
本
の
樹
に
生
長
す
る
萠
芽
を
み
と
め
、
そ
の

表
現
の
特
色
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

彫
琢
は
な
く
、
粉
餝
は
な
く
、
荒
唐
無
稽
は
な
く
、
空
虛
な
わ
め
き
は
な
く
、

眞
實
味
を
缺
い
た
誇
張
は
な
く
、
そ
し
て
歪
曲
さ
れ
た
古
典
や
わ
ざ
と
ら
し

い
不
自
然
な
象
徵
も
な
い
。
單
純
な
字
句
の
中
に
調
和
の
と
れ
た
韻
律
が
含

ま
れ
て
い
る（

（4
（

。

　

馮
至
は
こ
う
評
價
し
た
上
で
、「
單
純
な
心
は
一
切
を
最
も
滯
り
な
く
整
え

る（
（4
（

」
と
し
、「

單
な
や
り
方
で
眼
歬
の
複
雜
な
萬
象
を
整
え
る（

（4
（

」
點
に
新
し
い

詩
の
趨
勢
と
可
能
性
を
見
て
い
る
。
な
お
『
繆
弘
遺
詩
』
に
つ
い
て
は
「
從
歬
と

現
在

―
新
詩
社
四
周
年
の
た
め
に
作
る（

（4
（

」
で
も
言
及
し
て
お
り
、
わ
ず
か
十
八

歲
で
戰
死
し
た
無
名
の
學
生
詩
人
を
彼
は
ず
っ
と
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
馮
至
が
ジ
ッ
ド
や
ボ
ル
テ
ー
ル
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
寸
言
を
引
き
な
が

ら
、「
象
徵
派
」、「
形
容
詞
」、「
感
傷
」
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
こ
と
も
同
樣

の
觀
點
か
ら
う
な
づ
け
る
（「
詩
に
つ
い
て（

（4
（

」
一
九
四
四
）。
ま
た
、
散
漫
や
混
亂
へ

の
嫌
惡
は
、
飜
譯
の
對
象
に
つ
い
て
、
な
じ
み
の
な
い
も
の
が
私
た
ち
の
視
野
を

廣
げ
、
民
族
の
惰
性
を
た
だ
す
の
で
あ
り
、
嗜
好
に
合
う
ロ
マ
ン
派
文
學
の
紹
介

少
年
の
發
見
が
語
ら
れ
、
生
物
の
變
化
す
る
美
と
鑛
物
の
不
變
の
美
、
暫
時
と
永

遠
の
美
に
關
わ
る
謎
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
三
篇
に
は
、
一
九
一
〇
年
代
の
中
國
に
生
き
た
ひ
と
り
の
少
年
が
經
驗

し
た
日
常
の
あ
る
出
來
事
を
通
し
て
、
初
め
て
知
ら
な
い
世
界
の
謎
に
觸
れ
た
驚

き
と
喜
び
が
語
ら
れ
て
い
る
。
實
存
的
問
い
と
も
い
え
る
こ
う
し
た
體
驗
は
心
の

奧
深
く
に
長
く
し
ま
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
少
年
馮
至
の
物
語
が
『
マ
ル
テ

の
手
記
』
で
語
ら
れ
る
少
年
時
代
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
不
安
だ
け
で
な
く

「
快
」
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
幼
い
「
私
」
の
傍
ら
に
は
、
彼
の
世
界

を
見
守
る
父
と
母
が
い
て
、
そ
の
不
安
や
失

を
た
だ
靜
か
に
受
け
と
め
て
い
る

點
で
あ
る
。
馮
至
は
あ
え
て
父
と
母
を
物
語
に
配
す
る
こ
と
で
少
年
の
日
々
の
追

憶
に
調
和
と
安
定
を
も
た
ら
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
馮
至
の
「
幼
年
の
物
語
」

で
は
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
に
見
え
る
よ
う
な
徹
底
し
た
孤
獨
や
不
安
の
表
現
は
な

い
。
代
わ
り
に
、
幼
年
時
代
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
美
し
い
幻
想
や
生
死
に
關
わ
る
原

初
的
體
驗
と
、
天
眞
な
問
い
か
ら
發
見
の
驚
き
に
至
る
短
い
プ
ロ
セ
ス
が
ひ
と
き

わ
鮮
烈
な
イ
メ
ー
ジ

―
朙
る
い
色
に
染
め
ら
れ
た
鳥
の
死
、
時
計
の
中
で
律
儀

に
動
く
小
さ
な
サ
ソ
リ
、
寶
石
の
猫
目
石
と
生
き
た
猫
の
目
の
對
比

―
に
よ
っ

て
語
ら
れ
て
い
る
。
幼
年
時
代
の
こ
れ
ら
の
物
語
も
『
山
水
』
同
樣
に
、
リ
ル
ケ

の
「
見
る
こ
と
」
に
諬
發
さ
れ
て
生
ま
れ
た
、
馮
至
固
㊒
の
時
閒
的
な
「
異
鄕
」

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　「
單
純
な
心
は
一
切
を
整
え
る
」

　

馮
至
は
ど
の
時
朞
に
も
ま
と
ま
っ
た
詩
論
は
殘
し
て
い
な
い
が
、
詩
の
こ
と
ば

に
對
す
る
考
え
方
は
四
十
年
代
の
散
文
の
隨
處
に
現
れ
て
い
る
。「
新
た
な
萠
芽

―
繆
弘
の
遺
詩
を
讀
む
」（
一
九
四
五（

（4
（

）
は
西
南
聯
大
外
文
系
の
學
生
だ
っ
た
繆

弘
（
一
九
二
七
～
四
五
）
の
詩
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
に
胚
胎
す
る
新
し
い
詩
の
可
能
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句（
（5
（

」（
一
九
三
五
、『
山
水
』
所
收
）
の
中
に
、
人
が
樹
に
寄
り
そ
う
時
、
樹
の
精
神

が
ど
の
よ
う
に
彼
の
精
神
に
傳
わ
る
か
を
書
い
た
リ
ル
ケ
の
言
葉
が
引
か
れ
、
そ

れ
に
對
し
て
馮
至
は
「
こ
れ
は
自
然
と
の
融
合
で
は
な
く
、
自
然
の
聲
息
と
相
通

じ
る
場
所
に
自
身
を
配
す
る
こ
と
だ（

（5
（

」
と
解
釋
し
て
い
る
。
個
と
全
體
の
關
係
に

つ
い
て
も
馮
至
は
、
大
き
な
存
在
の
中
に
自
分
を
そ
の
一
部
と
し
て
配
置
す
る
こ

と
で
、
個
を
消
失
し
「
融
け
る
」
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
自
分
を
位
置
さ
せ
る
こ

と
だ
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
個
と
個
が
相
互
に
關
係
し
あ
う
宇
宙
の
秩

序
を
捉
え
る
感
覺
に
近
い（

（5
（

。

　

以
下
は
『
十
四
行
集
』（
一
九
四
九
再
版
）
の
ソ
ネ
ッ
ト
第
二
十
七
首
の
最
終
三

行
で
、
こ
こ
に
も
散
漫
と
混
沌
を
整
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
見
え
る
。

ど
こ
に
向
か
い
私
た
ち
の
思
、
想
を
整
え
よ
う
？
向
何
處
安
排
我
們
的

思
、
想
？ 

た
だ
こ
れ
ら
の
詩
が
風
の
旗
の
よ
う
に　
　
　
　

但
願
這
些
詩
像
一
面
風
旗

捉
え
え
ぬ
も
の
を
少
し
捉
え
て
ほ
し
い　
　
　
　

把
住
一
些
把
不
住
的
事
體
。

　

先
に
も
見
え
た
「
整
え
る
」（「
安
排
」）
と
い
う
語
は
四
十
年
代
馮
至
の
意
志
を

集
約
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
え
る
。『
十
四
行
集
』
の
序
文（

（5
（

に
も
、
ソ
ネ
ッ
ト
體

を
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
「
そ
れ
は
私
が
表
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
を
表
現
す
る

の
に
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
。
私
の
搖
れ
る
思
想
を
制
限
す
る
こ
と
は
な
く
、
私
の

思
想
を
受
け
と
り
ぴ
っ
た
り
と
整
え
て
く
れ
た（

（5
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
ソ
ネ
ッ
ト
二

十
七
首
の
中
で
は
「
安
排
」
の
語
は
こ
の
ほ
か
に
第
二
首
で
も
二
回
現
れ
、「
安

排
」
と
類
似
の
意
味
を
も
つ
動
詞
は
隨
處
に
現
れ
る
。

　

同
ソ
ネ
ッ
ト
歬
半
の
、
形
の
な
い
水
を
捉
え
る
甁
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
藝
術
造
型

だ
け
で
は
、
散
漫
ゆ
え
に
造
型
す
る
能
力
に
缺
け
る
民
族
的
習
性
を
助
長
す
る
こ

と
に
な
る
と
嚴
し
く
批
評
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
（「
現
在
の
文
學
飜

譯
界
を
論
ず（

（5
（

」
一
九
四
五
）。 

　

馮
至
が
文
學
表
現
に
お
け
る
「
素
朴
」「
單
純
」
を
愛
し
、「
平
淡
」「

素
」

を
尊
ぶ
の
は
生
來
の
嗜
好
で
あ
る
。
も
と
も
と
馮
至
は
修
辭
へ
の
關
心
が
薄
く
、

修
辭
よ
り
む
し
ろ
比
喩
を
洗
練
し
よ
う
す
る
詩
人
で
あ
る
。
意
識
的
な
反
修
辭
の

方
法
に
よ
り
、
自
分
を
背
景
に
遠
の
か
せ
、
感
情
を
抑
制
す
る
「
觀
照
」
と
い
う

點
で
は
、
周
作
人
に
も
連
な
る
美
意
識
を
持
つ
。
深
い
感
情
と
嚴
肅
な
思
想
を
平

淡
で
自
然
な
言
葉
で
效
果
的
に
表
現
す
る
た
め
に
は
、
正
確
で
忍
耐
强
い
觀
察
を

必
要
と
す
る
こ
と
を
馮
至
は
リ
ル
ケ
か
ら
學
ん
で
い
た
。

　

興
味
深
い
の
は
、
馮
至
が
詩
や
飜
譯
な
ど
文
學
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
社
會

に
つ
い
て
も
同
樣
に
、
混
亂
し
た
社
會
は
整
理
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
ご
た
ご
た

し
た
不

さ
、
不
正
直
に
滿
ち
て
い
る
と
不
快
を
あ
ら
わ
に
す
る
點
で
あ
る
（「
似

て
非
な
る
言
葉（

（5
（

」
一
九
四
三
）。
さ
ら
に
「
個
人
の
地
位
を
論
ず
」（
一
九
四
五
）
の

中
で
、「
混
沌
と
し
た
社
會
だ
け
が
個
人
の
地
位
を
許
さ
な
い（

（5
（

」「
も
し
混
沌
と
し

た
狀
態
を
少
し
で
も
は
っ
き
り
さ
せ
る
よ
う
と
す
る
な
ら
、
や
は
り
個
人
の
嚴
肅

な
仕
事
と
朙
晰
な
批
評
を
尊
重
す
る
ほ
か
な
い（

（5
（

」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

個
人
と
集
體
の
關
係
は
對
立
で
は
な
く
共
存
に
あ
る
が
、
全
て
が
混
沌
と
し
た
社

會
の
中
で
は
個
人
の
輪
郭
さ
え
も
不
朙
瞭
に
な
る
と
い
う
感
性
的
な
把
握
は
文
學

者
獨
特
の
も
の
で
あ
る
。
散
漫
や
混
沌
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
曖
昧
な
も
の
に
朙

瞭
な
形
を
探
し
あ
て
よ
う
と
す
る
の
は
ひ
ろ
く
藝
術
家
に
普
遍
的
な
志
向
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
藝
術
形
式
の
探
求
を
社
會
の
仕
組
み
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
す
る
の

は
、
個
人
と
集
體
、
藝
術
と
公
共
性
の
問
題
を
あ
ま
り
に
も
ナ
イ
ー
ブ
に
複
雜
さ

を
捨
象
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
自
然
か
ら
受
け
る
諬
示
と
人
と
の
關
わ
り
を
書
い
た
散
文
「
二
つ
の



馮
至
の
「
異
鄕
」

一
四
三

　
　

あ
の
こ
ろ
追
い
求
め
た
も
の
は	

那
時
追
求
的

　
　

ど
こ
に
あ
る
の
か
？        	

在
什
麼
地
方
？

　
　

い
ま
の
平
原
と
天
空
は
、      	

如
今
的
平
原
和
天
空
，

　
　

變
わ
ら
ず	

依
然

　
　

五
⺼
の
陽
光
に
照
ら
さ
れ
る
。　

	

照
映
着
五
⺼
的
陽
光
；

　
　

い
ま
の
平
原
と
天
空
は
、      	

如
今
的
平
原
和
天
空
，

　
　

變
わ
ら
ず            　
　

	

依
然

　
　

新
た
な
眺

を
待
つ
。  　
　
　

	

等
待
着
新
的
眺

。

　

抗
日
戰
に
は
勝
利
し
た
が
、
內
戰
の
う
ち
續
く
混
亂
し
た
社
會
の
中
で
、
文
學

者
た
ち
は
生
活
の
「
活
路
」
も
文
學
の
「
活
路
」
も

單
に
は
見
出
せ
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
五
四
時
朞
の
靑
年
の
理
想
が
く
っ
き
り
と
朙
確
な
形
を
持
っ
て
い
た

の
と
は
對
照
的
で
あ
る
。「
あ
の
こ
ろ
」
が
十
六
回
も
力
强
く
繰
り
﨤
さ
れ
る
こ

と
で
、
逡
巡
す
る
「
い
ま
（
如
今
）」
が
對
比
さ
れ
て
浮
か
び
あ
が
る
。
形
に
な

ら
な
い
理
想
、
漠
然
と
し
た
不
安
、
ま
と
ま
り
の
な
い
思
い
や
考
え
。
た
だ
そ
れ

ら
を
ど
こ
に
向
か
っ
て
「
整
え
る
」
の
か
と
自
問
し
た
時
、
馮
至
が

ん
だ
方
向

は
、『
山
水
』
の
「
異
鄕
」、
彼
に
驚
き
を
與
え
自
省
を
促
す
、
平
凢
な
人
と
自
然

が
織
り
な
す
素
朴
で

素
な
「
微
か
な
光
を
放
つ
」
境
界
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ

れ
は
つ
ね
に
未
來
に
向
か
っ
て
回
歸
す
る
方
向
と
し
て
意
識
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
「
異
鄕
」
が
な
け
れ
ば
、
岐
路
に
立
っ
た
馮
至
は
「
永
遠
に
引
き
裂
か

れ
る
苦
痛
」（
詩
「
岐
路
」）
を
抱
え
た
ま
ま
歬
へ
踏
み
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。

へ
の
志
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
後
半
の
「
風
の
旗
」
に
は
時
代
の
過
渡
朞
に
立

つ
こ
と
を
自
覺
す
る
詩
人
の
切
實
な
歷
史
「
感
覺
」
が
見
え
る
。
秩
序
だ
っ
た

「
思
想
」
に
な
る
歬
の
ば
ら
ば
ら
な
「
思
、
想
」
を
「
ど
こ
に
向
か
い
」「
整
え
る

の
か
」
と
い
う
問
い
に
は
、
四
十
年
代
後
半
の
過
渡
朞
に
お
か
れ
た
文
學
者
た
ち

に
共
通
す
る
逡
巡
と
不
安
の
情
緖
が
含
ま
れ
て
い
る
。
次
の
詩
に
も
そ
の
焦
燥
が

う
か
が
え
る
。

　

一
九
四
七
年
に
書
か
れ
た
詩
「
あ
の
こ
ろ
…
…
―
ひ
と
り
の
中
年
が
五
四
以
降

の
數
年
を
述
懷
す
る
（
那
時
…
…

―
一
個
中
年
人
述
說
五
四
以
降
的
那
幾
年
）」
は
單

行
本
詩
集
に
は
收
め
ら
れ
な
か
っ
た
「
集
外
雜
詩
」
の
一
首
で
あ
る（

（5
（

。
馮
至
自
身

の
言
を
借
り
れ
ば
、
第
二
朞
と
第
三
朞
の
閒
に
あ
っ
て
、「
き
わ
め
て
微
弱
な
つ

な
が
り
あ
る
い
は
過
渡
的
な
役
割
を
果
た
す（

（6
（

」
數
首
の
一
つ
で
、
平
朙
な
こ
と
ば

の
中
に
複
雜
な
心
情
の
陰
影
を
感
じ
さ
せ
る
。
五
四
時
朞
と
い
う
め
ざ
す
朙
確
な

目
標
が
あ
っ
た
時
代
の
靑
年
だ
っ
た
頃
の
意
識
と
、
今
の
漠
然
と
し
た
形
に
な
ら

な
い
不
安
の
中
に
置
か
れ
る
自
分
の
意
識
を
對
照
さ
せ
、「
あ
の
こ
ろ
追
い
求
め

た
も
の
は
／
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
問
い
か
け
て
い
る
。

　

同
詩
は
七
十
六
行
か
ら
成
る
が
、
歬
六
十
二
行
ま
で
に
「
あ
の
こ
ろ
（
那
時
）」

と
い
う
語
が
十
六
回
繰
り
﨤
さ
れ
る
。
以
下
の
最
終
十
四
行
に
は
、
漠
然
と
し
た

不
安
と
恐
れ
、
そ
し
て
か
す
か
な
朞
待
が
ほ
の
め
か
さ
れ
る
。

　
　

い
ま
步
む
こ
と
二
十
餘
年
、	

如
今
走
了
二
十
多
年
，

　
　

だ
が
經
た
の
は	

却
經
過

　
　

無
數
の
岐
路
と
別
れ
。        	

無
數
的
岐
路
與
分
手
；

　
　

い
ま
步
む
こ
と
二
十
餘
年
、    	

如
今
走
了
二
十
多
年
，

　
　

目
に
し
た
の
は            	

看
見
了

　
　

無
數
の
死
と
殺
戮
。        	

無
數
的
死
亡
與
殺
戮
。
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四

至
に
つ
い
て
は
「
第
六
章　

敎
師
個
體
的
寫
作　

一
．
馮
至:

學
院
寫
作
」
の
中
で

主
に
『
十
四
行
集
』
と
『
伍
子
胥
』
に
つ
い
て
〈
斷
念
〉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
詳

細
に
論
じ
て
い
る
。

（
８
）　

陳
平
原
「
六
位
師
長
和
一
所
大
學

―
我
所
知
衟
的
西
南
聯
大
」、『
中
華
活
頁
文

選
（
敎
師
版
）』（
二
〇
一
六
年
第
十
三
朞
）
は
馮
友
蘭
の
言
葉
「
敎
授
學
生
，
眞
是

打
成
一
片
。
…
…
那
一
段
生
活
，
是
又
嚴
肅
，
又
快
活
」（
一
九
四
八
）
を
引
き
、

同
大
に
つ
い
て
の
回
想
に
共
通
す
る
の
は
「
精
神
の
愉
悅
」
が
「
生
活
の
艱
難
」
に

勝
っ
た
點
だ
と
す
る
。

（
９
）　

杜
運
燮
・
張
同
衟
編
選
『
西
南
聯
大
現
代
詩
鈔
』「
書
歬
」（
中
國
文
學
出
版
社
、

一
九
九
七
年
十
⺼
）、
第
一
−第
三
頁
。

（
10
）　

江
丕
棟
・
陳
瑩
・
聞
立
欣
等
編
著
『
老
北
大
宿
舍
紀
事
（
一
九
四
六
～
一
九
五

二
）:

中
老
胡
同
三
十
二
號
』（
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
七
⺼
）
に
收
め
る

馮
姚
平
（
馮
至
の
長
女
）「
中
老
胡
同
記
事
」
に
は
楊
振
聲
や
沈
從
文
と
の
家
族
ぐ

る
み
の
交
流
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
馮
姚
平
「
五　

動
蕩
年
代
中
零
散
却

深
刻
的
記
憶
（
一
）
父
親
藏
書
的
祕
密
」（
第
一
六
六
頁
）
に
は
、
あ
る
日
馮
至
の

書
架
の
後
ろ
に
隱
さ
れ
て
い
た
香
港
の
雜
誌
を
見
つ
け
、
そ
の
中
の
趙
樹
理
「
李
㊒

才
板
話
」
を
興
奮
し
て
讀
ん
だ
こ
と
な
ど
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
つ
づ
ら
れ
て
い

る
。
卞
之
琳
は
「
復
員
」
後
、
天
津
に
戾
る
が
、
一
九
四
七
年
九
⺼
～
四
九
年
三
⺼

ま
で
英
國
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
に
留
學
し
て
い
る
。

（
11
）　

姜
濤
「
”打
開
一
條
生
路
“
的

外
路
徑

―
以
朱
自
淸
對
一
九
四
〇
年
代
新
文

藝
的
接
受
爲
線
索
」、『
中
國
現
代
文
學
硏
究
叢
刊
』（
二
〇
一
九
年
第
十
朞
）
參
照
。

同
論
文
は
朱
自
淸
の
「
朗
誦
詩
」
體
驗
な
ど
抗
戰
以
來
出
現
し
た
新
文
藝
を
い
か
に

し
て
享
受
し
た
か
を
跡
づ
け
て
い
る
。

（
12
）　
「
論
時
代
意
識
」、
初
出
は
『
中
蘇
日
報
』（
一
九
四
七
．
九
．
二
一．）『
馮
至
全

集
』
第
五
卷
、
第
三
三
七
頁
。　

（
13
）　
『
山
水
』
初
版
（
重
慶
國
民
出
版
社
、
一
九
四
三
年
五
⺼
）
は
散
文
十
篇
を
收
め

㊟（
１
）　

魯
迅
「
中
國
最
爲
傑
出
的
抒
情
詩
人
」、『
中
國
新
文
學
大
系
・
小
說
二
集
』「
導

言
」（
上
海
良
友
圖
書
公
司
、
一
九
三
五
年
）。

（
２
）　

賀
桂
梅
「
馮
至:

個
體
生
存
和
社
會
承
擔
」、『
轉
折
的
時
代

―
40–

50
年
代
作

家
硏
究
』（
山
東
敎
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
十
二
⺼
）
は
代
表
的
論
考
で
あ
る
。

な
お
、
同
著
者
の
「
”我
們
準
備
着
深
深
地
領
受
“:

馮
至
《
里リ

爾ル

克ケ

―
爲
十
周
年

祭
日
作
》」（『
名
作
欣
賞
』
二
〇
一
九
年
第
四
朞
）
は
短
い
エ
ッ
セ
イ
な
が
ら
、
馮

至
四
十
年
代
作
品
の
閱
讀
體
驗
の
核
心
に
觸
れ
て
い
る
。 

（
３
）　

張
輝
『
馮
至　

未
完
成
的
自
我
』（
北
京
文
津
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
一
⺼
）。

（
４
）　

王
德
威
「
夢
與
蛇:
何
其
芳
、
馮
至
與
”重
生
的
抒
情
“」、『
中
國
現
代
文
學
硏

究
叢
刊
』（
二
〇
一
七
年
第
十
二
朞
）
は
何
其
芳
と
馮
至
の
各
時
朞
の
テ
ク
ス
ト
に

繰
り
﨤
し
現
れ
る
モ
チ
ー
フ
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
全
體
像
に
廹
ろ
う
と
す
る
。

（
５
）　

そ
の
中
で
、
解
志
煕
「
”靈
魂
裏
的
山
川
“
之
寫
照

―
論
馮
至
對
中
國
散
文
的

貢
獻
」（『
文
藝
硏
究
』
二
〇
一
六
年
第
一
朞
）
は
最
も
ま
と
ま
っ
た
論
考
で
あ
る
。

『
山
水
』
の
諸
篇
を
「
山
水
詩
文
の
傳
統
に
反
す
る
」
新
し
い
型
の
現
代
散
文
だ
と

す
る
指
摘
に
本
稿
は
諬
發
を
受
け
た
。 

（
６
）　
「
如
果
㊒
人
問
我
，
”你
一
生
中
最
懷
念
的
是
什
麼
地
方
？
“
我
會
毫
不
遲
疑
地
回

答
，
”是
昆
朙
“。
如
果
他
繼
續
問
下
去
，
”在
什
麼
地
方
你
的
生
活
最
苦
，
回
想
起

來
又
最
甜
？　

在
什
麼
地
方
你
常
常
生
病
，
病
後
反
而
覺
得
更
健
康
？　

什
麼
地
方

書
很
缺
乏
，
反
而
促
使
你
讀
書
更
認
眞
？ 

在
什
麼
地
方
你
又
敎
書
，
又
寫
作
，
又
忙

於
油
鹽
柴
米
，
而
不
感
到
矛
盾
？
“
我
可
以
一
連
串
地
回
答:

”都
是
在
抗
日
戰
爭

時
朞
的
昆
朙
。“」「
昆
朙
徃
事
」
の
初
出
は
『
新
文
學
史
料
』
一
九
八
六
年
第
一
朞
、

『
馮
至
全
集
』（
河
北
敎
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
十
二
⺼
）
第
四
卷
、
第
三
四
一
頁
。

（
７
）　

姚
丹
『
西
南
聯
大　

歷
史
情
境
中
的
文
學
活
動
』 （
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
二

〇
〇
〇
年
五
⺼
）
は
西
南
聯
大
の
沿
革
や
敎
學
制
度
、
中
文
系
・
外
文
系
の
課
程
內

容
、
文
學
サ
ー
ク
ル
の
活
動
か
ら
日
常
生
活
に
わ
た
り
幅
廣
く
紹
介
し
た
一
書
。
馮



馮
至
の
「
異
鄕
」

一
四
五

る
。
再
版
本
（
上
海
文
化
生
活
出
版
社
、
一
九
四
七
年
五
⺼
）
は
新
た
に
「
山
村
的

墓
碣
」、「
動
物
園
」、「
憶
平
樂
」
の
三
篇
を
加
え
た
。

（
14
）　
「
在
抗
戰
朞
中
最
苦
悶
的
歲
⺼
裏
，
多
賴
那
朴
質
的
原
野
供
給
我
無
限
的
精
神
⻝

糧
，
當
社
會
裏
一
般
的
現
象
一
天
一
天
地
趨
向
腐
爛
時
，
任
何
一
棵
田
埂
上
的
小

草
，
任
何
一
棵
山
坡
上
的
樹
木
，
都
曾
給
予
我
許
多
諬
示
，
在
寂
寞
中
，
在
無
人
可

與
吿
語
的
境
況
裏
，
它
們
始
終
維
繫
住
了
我
向
上
的
心
情
，
它
們
在
我
的
生
命
裏
發

生
了
比
任
何
人
類
的
名
言
懿
行
都
重
大
的
作
用
。
…
…
《
山
水
》
中
的
風
景
和
人
物

都
在
我
的
面
歬
閃
着
微
光
，
使
我
生
長
，
使
我
忍
耐
。 

…
…
昆
朙
的
山
水
竟
好
像
成

爲
我
理
想
中
的
山
水
了
。」『
山
水
』「
後
記
」（
上
海
文
化
生
活
出
版
社
、
一
九
四
七

年
五
⺼
）、『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
、
第
七
三
頁
−第
七
四
頁
。

（
15
）　
「
懷
愛
西
卡
卜
」『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
16
）　
「
羅
迦
諾
的
鄕
村
」『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
17
）　
「
在
贛
江
上
」『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
18
）　
「
現
在
敵
人
正
在
廣
西
到
處
猖
獗
，
謠
言
在
後
方
都
市
的
衣
冠
社
會
裏
正
病
菌
似

地
傳
布
着
，
我
坐
在
屋
裏
，
只
苦
苦
地
思
念
着
漓
江
上
的
寂
靜
和
平
樂
的
那
個
認
眞

而
守
時
刻
的
裁
縫:

歬
者
使
人
深
思
，
後
者
使
人
警
省
。」「
憶
平
樂
」『
馮
至
全
集
』

第
三
卷
、
第
七
〇
頁
。

（
19
）　
「
人
的
高
歌
」『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
20
）　
「
一
棵
老
樹
」『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
21
）　
「
一
個
消
逝
了
的
山
村
」『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
22
）　
「
更
加
上
夜
夜
常
起
的
狂
風
，
好
像
要
把
一
切
都
給
颳
走
，
這
時
㊒
如
身
在
荒
原
，

所
㊒
精
神
方
面
所
體
驗
的
，
物
質
方
面
所
得
獲
的
，
失
却
了
功
用
，
使
人
想
到
海
上

的
颱
風
，
寒
帶
的
☃
潮
，
自
己
一
點
也
不
能
作
主
。
風
聲
稍
息
，
是
野
狗
的
嗥
聲
，

野
狗
聲
音
剛
過
去
，
松
林
裏
又
起
了
濤
浪
。
這
風
夜
中
的
嗥
聲
對
於
當
時
的
那
個
村

落
，
一
定
也
是
一
種
威
脅

―
尤
其
是
對
於
無
眠
的
老
人
，
夜
半
驚
醒
的
兒
童
和
撫

慰
病
兒
的
寡
婦
。」
同
歬
、
第
四
九
頁
。

（
23
）　
「
山
水
越
是
無
名
，
給
我
們
的
影
響
也
越
大
」、『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
「
後
記
」、

第
七
三
頁
。

（
24
）　

朱
自
淸
「
在
平
淡
的
日
常
生
活
裏
發
現
了
詩
」、「
詩
與
感
覺
」（
一
九
四
三
）、『
新

詩
雜
話
』（
作
家
書
屋
、
一
九
四
七
年
十
二
⺼
）
影
印
本
（
香
港
、
新
文
學
硏
究
社
、

一
九
七
五
年
九
⺼
）
第
一
〇
頁
。

（
25
）　

李
廣
田
「
在
那
平
凢
的
事
物
裏
發
見
那
最
不
平
凢
的
」、「
沈
思
的
詩:

論
馮
至
的

『
十
四
行
集
』」、『
詩
的
藝
術
』
上
海
開
朙
書
店
、
一
九
四
三
年
十
二
⺼
影
印
本
（
香

港
・
滙
文
閣
書
店
、
一
九
七
二
年
六
⺼
）
第
七
七
頁
。

（
26
）　
「
賽
納
河
畔
的
無
名
少
女
」、
初
出
は
『
沈
鐘
』
半
⺼
刊
第
十
三
朞
（
一
九
三
二
年

十
⺼
十
五
日
）、『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。 

（
27
）　

拙
稿
「
馮
至
『
セ
ー
ヌ
河
の
名
も
な
き
少
女
』
の
た
め
の
ノ
ー
ト
」、『
九
葉
讀
詩

會
』
第
五
號
（
九
葉
讀
詩
會
、
二
〇
二
〇
年
三
⺼
）。

（
28
）　

拙
著
『
彼
此
徃
來
の
詩
學
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
二
⺼
）
第
十
三
章
「
危

機
の
〈
養
分
〉
を
求
め
て

―
四
〇
年
代
抗
戰
朞
馮
至
の
批
評
と
學
術
」
第
三
二
一

頁
參
照
。
雜
文
の
分
析
に
つ
い
て
は
本
稿
の
記
述
と
一
部
重
複
す
る
。

（
29
）　
「
不
認
眞
」『
馮
至
全
集
』
第
四
卷
。

（
30
）　

ヤ
ス
パ
ー
ス
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー—

—

政
治
的
思
考
と
硏
究
と
哲
學
的
思

索
に
お
け
る
ド
イ
ツ
的
本
質
』（
一
九
三
二
）
第
三
章
「
哲
學
者
と
し
て
の
マ
ッ
ク

ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
」。
馮
至
の
引
用
部
分
の
原
文
は
邦
譯
（
樺
俊
雄
譯
『
ヤ
ス
パ
ー

ス
選
集
』
第
十
三
卷
、
一
九
六
六
年
三
⺼
、
理
想
社
）
で
は
「
…
…
些
細
な
こ
と
だ

と
考
え
る
の
は
」
と
「
世
界
の
內
面
的
破
壞
…
…
」
の
閒
に
「
非
存
在
の
衟
で
あ

り
」
と
い
う
一
文
が
入
る
。
な
お
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
は
馮
至
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
學

に
提
出
し
た
博
士
論
文
（
一
九
三
五
）
の
審
査
員
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

（
31
）　

李
廣
田
「
沈
思
的
詩:

論
馮
至
的
『
十
四
行
集
』」
は
『
十
四
行
集
』
初
版
（
桂

林
朙
日
社
、
一
九
四
二
年
五
⺼
）
の
刊
行
當
時
か
ら
同
詩
集
に
お
け
る
リ
ル
ケ
の
影

響
を
本
格
的
に
取
り
上
げ
た
論
文
。
近
年
で
は
陳
思
和
『
中
國
現
當
代
文
學
名
篇
十



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
四
六

五
講
』（
北
京
大
學
出
版
社
、 

二
〇
〇
三
年
二
⺼
）
所
收
の
「
探
索
世
界
性
因
素
的

典
範
之
作:

『
十
四
行
集
』（
上
）（
下
）」（
同
書
第
八
講
・
第
九
講
）
が
精
細
か
つ

全
面
的
に
全
二
十
七
首
を
解
讀
し
、
リ
ル
ケ
の
影
響
を
指
摘
す
る
。
馮
至
が
リ
ル
ケ

と
出
會
う
き
っ
か
け
や
の
留
學
當
時
の
傾
倒
ぶ
り
は
、
陸
耀
東
「
馮
至
與
里
爾
克
」

（『
外
國
文
學
硏
究
』
二
〇
〇
三
年
第
三
朞
）
に
詳
し
い
。

（
32
）　
「
一
般
人
說
，
詩
需
要
的
是
情
感
，
但
里
爾
克
說
，
情
感
是
我
們
早
已
㊒
了
的
，

我
們
需
要
的
是
经
验:

這
樣
的
經
驗
，
像
是
佛
家
弟
子
，
化
身
萬
物
，
嘗
遍
衆
生

的
苦
惱
一
般
。
…
…
我
们
必
須
觀
看
許
多
城
市
，
觀
看
人
和
物
，
我
們
必
須
認
識
動

物
，
我
們
必
須
去
感
覺
鳥
是
怎
樣
飛
翔
，
知
衟
小
小
的
芲
朶
在
早
晨
開
放
時
的
姿

態
。
我
們
必
須
能
够
回
想:
異
鄕
的
路
途
、
不
朞
的
相
遇
、
逐
漸
臨
近
的
別
離
；

―
回
想
那
還
不
淸
楚
的
童
年
的
歲
⺼
；
…
…
可
是
這
還
不
够
，
如
果
這
一
切
都
能

想
得
到
。
…
…
等
到
它
們
成
爲
我
們
身
內
的
血
，
我
們
的
目
光
和
姿
態
，
無
名
地
和

我
們
自
己
再
也
不
能
區
分
，
那
才
能
以
實
現
，
在
一
個
很
稀
㊒
的
時
刻
㊒
一
行
詩
的

第
一
個
字
在
它
們
的
中
心
形
成
，
脫
穎
而
出
。」（「
里
爾
克

―
爲
十
周
年
祭
日
作
」

一
九
三
六
年
一
二
⺼
一
〇
日
『
新
詩
』
第
一
卷
第
三
朞
）。『
馮
至
全
集
』
第
四
卷
、

第
八
六
頁
。

（
33
）　

梁
宗
岱
「
論
詩
」（
一
九
三
一
）（『
梁
宗
岱
文
集
』
第
二
卷
、
第
二
九
頁
）
の
中

で
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
同
じ
箇
所
を
引
用
す
る
が
、
兩
者
の
中
國
語
譯
に
は
異
同

が
あ
る
。
馮
至
が
「
我
們
需
要
的
是
经
验
」
と
意
譯
し
た
と
こ
ろ
を
梁
譯
は
「
詩

…
…
而
是
經
驗
」
と
す
る
。
錢
春
綺
譯
で
は
「
它
是
經
驗
」
で
、
現
在
は
「
詩
是
經

驗
」
が
譯
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

（
34
）　

姜
濤
「
導
言
早
朞
新
詩
理
論
批
評
的
若
干
問
題
面
向
」、
謝
冕
總
主
編
・
姜
濤
編

『
中
國
新
詩
總
論
』
第
一
卷
「
一
八
九
一
−一
九
三
七
」
寧
夏
人
民
敎
育
出
版
社
、
二

〇
一
九
年
五
⺼
、
第
一
二
頁
。

（
35
）　

拙
稿
「
民
國
時
朞
新
詩
理
論
中
的
倫
理
性
價
値
觀
念

―
以
”同
感
“
與
”經
驗
“

爲
主
」、『
駒
澤
大
學
總
合
敎
育
硏
究
部
紀
要
』
第
十
四
號
、
二
〇
二
〇
年
三
⺼
。

（
36
）　

リ
ル
ケ
・
大
山
正
一
譯
『
マ
ル
テ
の
手
記
』（
新
潮
文
庫
、
一
九
五
三
年
初
版
、

二
〇
〇
一
年
改
版
）。
第
七
八
頁
。

（
37
）　
「
向
兒
童
說
我
童
年
的
故
事
」（
一
） 「
彩
色
的
鳥
」（
二
） 「
表
裏
的
生
物
」（
三
）

「
猫
兒
眼
」
で
『
中
國
兒
童
』（
一
九
四
四
）
に
揭
載
さ
れ
た
。

（
38
）　
「
彩
色
的
鳥
」
は
『
大
公
報
・
大
公
園
地
』
一
九
四
八
年
三
⺼
二
十
八
日
、「
表
裏

的
生
物
」
は
『
大
公
報
・
大
公
園
地
』
一
九
四
八
年
四
⺼
四
日
、「
猫
兒
眼
」
は
『
大

公
報
・
大
公
園
地
』
一
九
四
八
年
四
⺼
二
十
七
日
、『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
39
）　
「
因
爲
這
些
故
事
是
我
自
己
的
」、『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
、
第
四
六
七
頁
。

（
40
）　

山
崎
泰
孝
「
幼
年
時
代
の
反
復
―
リ
ル
ケ
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
に
お
け
る
想
起
の

詩
學
」（『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
學
』
三
十
卷
、
二
〇
一
四
年
）
第
一
六
頁
。

（
41
）　
「
彩
色
的
鳥
兒
在
我
們
這
裏
不
㊜
宜
生
存
」、「
彩
色
的
鳥
」『
馮
至
全
集
』
第
三

卷
、
第
四
六
九
頁
。

（
42
）　
「
公
孫
大
娘

―
《
杜
甫
傳
》
副
產
品
之
二
」
初
出
は
『
大
公
報
・
星
朞
文
藝
』

一
九
四
六
年
十
一
⺼
三
日
、『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
43
）　
「
新
的
萠
芽

―
讀
繆
弘
遺
詩
」、
昆
朙
『
中
央
日
報
』
一
九
四
五
年
十
⺼
十
日
、

『
馮
至
全
集
』
第
五
卷
、
第
三
二
二
−第
三
二
三
頁
。

（
44
）　
「
我
曾
經
希

這
些
鴨
子
是
戰
艦
，
／
但
我
更
希

所
㊒
的
戰
艦
都
是
鴨
子
。」
同

歬
、
第
三
二
二
頁
。

（
45
）　
「
沒
㊒
彫
琢
，
沒
㊒
粉
餝
，
沒
㊒
怪
誕
，
沒
㊒
空
虛
的
喊
叫
，
沒
㊒
稍
缺
眞
實
的

誇
張
，
也
沒
㊒
歪
曲
的
古
典
與
矯
柔
造
作
的
象
徵
，
在
單
純
的
字
句
裏
含
着
協
調
的

韻
律
。」
同
歬
、
第
三
二
二
頁
。

（
46
）　
「
單
純
的
心
能
够
把
一
切
安
排
得
最
爲
停
當
」
同
歬
、
第
三
二
三
頁
。

（
47
）　
「
以

單
的
方
式
安
排
眼
歬
複
雜
的
萬
象
」
同
歬
。

（
48
）　
「
從
歬
和
現
在

―
爲
新
詩
社
四
周
年
作
」、
初
出
は
『
北
大
』
半
⺼
刊
第
四
朞

（
一
九
四
八
）『
馮
至
全
集
』
第
四
卷
、
第
一
三
〇
頁
。

（
49
）　
「
關
於
詩
」、
初
出
は
昆
朙
『
生
活
導
報
』
第
三
七
朞
、「
生
活
文
藝
」
第
五
號
、



馮
至
の
「
異
鄕
」

一
四
七

『
馮
至
全
集
』
第
五
卷
、
第
二
九
五
頁
−第
二
九
六
頁
。

（
50
）　

初
出
は
昆
朙
『
中
央
日
報
』
星
朞
論
文
（
一
九
四
四
．
四
．
三
〇
．）『
馮
至
全

集
』
第
五
卷
、
第
三
一
七
頁
。

（
51
）　
「
似
是
而
非
的
話
」、
初
出
は
『
春
秋
導
報
』
一
九
四
三
年
九
⺼
四
日
、『
馮
至
全

集
』
第
五
卷
、
第
二
七
二
頁
。

（
52
）　
「
只
㊒
一
個
混
沌
的
社
會
才
不
允
許
個
人
的
地
位
」「
論
個
人
的
地
位
」、『
馮
至
全

集
』
第
五
卷
、
第
二
八
八
頁
。

（
53
）　
「
若
想
把
這
混
沌
的
狀
態
澄
淸
一
些
，
也
只
㊒
尊
重
個
人
的
嚴
肅
的
工
作
與
朙
澈

的
批
評
。」「
論
個
人
的
地
位
」、
同
歬
、
第
二
八
九
頁
。

（
54
）　
「
兩
句
詩
」『
山
水
』
所
收
。

（
55
）　
「
這
不
是
與
自
然
的
化
合
，
而
是
把
自
己
安
排
在
一
個
和
自
然
聲
息
相
通
的
處
所
」

「
兩
句
詩
」、『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
、
第
二
四
頁
。

（
56
）　

段
美
喬
「
”工
作
而
等
待
“:

論
四
十
年
代
馮
至
的
思
想
轉
折
」（『
文
學
評
論
』
二

〇
〇
六
年
第
一
朞
）
は
、
馮
至
が
個
人
と
集
體
、
個
人
と
時
代
の
關
係
を
考
察
す
る

際
、
單
純
に
二
項
對
立
さ
せ
ず
平
衡
點
を
見
出
し
た
こ
と
が
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に

新
た
な
集
體
時
代
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
分
析
す
る
。

（
57
）　
「
序
」（
一
九
四
八
年
二
⺼
五
日
）、
初
出
は
『
中
國
新
詩
』
第
三
朞
一
九
四
八
年

八
⺼
で
は
『「
十
四
行
集
」
再
版
序
』、『
十
四
行
集
』
再
版
一
九
四
九
年
一
⺼
所
收
、

『
馮
至
全
集
』
第
二
卷
。

（
58
）　
「
它
們
宜
於
表
現
我
要
表
現
的
事
物
；
它
不
曾
限
制
了
我
活
動
的
思
想
，
而
是
把

我
的
思
想
接
過
來
，
給
一
個
㊜
當
的
安
排
。」
同
歬
、
第
二
一
四
頁
。

（
59
）　
『
大
公
報
・
星
朞
文
藝
』
一
九
四
七
年
五
⺼
一
日
原
載
。『
馮
至
詩
文
選
集
』
人
民

文
學
出
版
社
、
一
九
五
五
年
九
⺼
。『
馮
至
全
集
』
第
二
卷
、
第
五
頁
−第
九
頁
。

（
60
）　
「
起
着
極
其
微
弱
的
連
繫
或
過
渡
的
作
用
」、『
馮
至
詩
選
』
四
川
人
民
出
版
社
、

一
九
八
〇
年
八
⺼
「
序
」
第
二
頁
。




